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2024年３⽉期第3四半期の業績(連結)

※百万円未満切り捨て

2023年3⽉期
第3四半期実績

2024年3⽉期
第3四半期実績

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

前期⽐
(％)

予算⽐
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

100.015,80393.390.2100.014,739売上⾼
82.313,00689.390.378.811,617売上原価

17.72,796111.689.721.23,122売上総利益

17.22,72093.496.717.22,539販売管理費
0.576-68.14.0582営業利益

▲2.9▲465-150.78.61,272経常利益

▲3.6▲574-192.77.71,139親会社株主に帰属する
当期純利益

-▲74.30---147.421株当たり
当期純利益(円)

売上⾼は減少したものの、利益⾯では営業的・財務的な施策を実施したことで利益率が回復した。
そして営業外においてはデリバティブ評価益を計上、また特別利益として固定資産売却益を計上し
たことで⼤幅な増益となった。
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セグメント別 2024年３⽉期第3四半期の業績

※百万円未満切り捨て

2023年3⽉期
第3四半期実績

2024年3⽉期
第3四半期実績

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

前期⽐
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

100.015,80393.3100.014,739売上⾼

50.67,99589.848.77,180営業促進⽀援事業

49.97,88796.851.87,638商品販売事業

0.112---その他の事業

▲0.6▲92-▲0.5▲79セグメント間の
内部売上⾼

・営業促進⽀援事業は、機能性ポリ製品の受注は⼤きく増加、また化粧品案件の作業等は⾼稼働で推移したものの、⼤⼝
販促キャンペーン等の減少や充填などのアセンブリ作業が落ち込んだことから未達。
・商品販売事業は、100円ショップ向け⾼額商品や付加価値の⾼いポリ製品が好調であったものの、収益性の改善のため
仕様変更や廃番といった投⼊商品の⾒直しを⾏っていることから未達。
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営業促進⽀援事業 2024年3⽉期第3四半期の業績

※百万円未満切り捨て
※各事業の売上⾼については、セグメント間の内部売上⾼を含めて記載しております。

2023年3⽉期
第3四半期実績

2024年3⽉期
第3四半期実績

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

前期⽐
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

100.07,99589.8100.07,180売上⾼

45.83,66397.249.63,560販売促進

34.72,77281.631.52,262OEM

19.51,55987.118.91,357発送代⾏

20.11,60590.920.31,460売上総利益

3.427497.03.9283セグメント利益
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商品販売事業 2024年3⽉期第3四半期の業績

※百万円未満切り捨て
※各事業の売上⾼については、セグメント間の内部売上⾼を含めて記載しております。

2023年3⽉期
第3四半期実績

2024年3⽉期
第3四半期実績

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

前期⽐
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

100.07,88796.8100.07,638売上⾼

78.26,164101.682.06,260100円

12.397371.79.1697量販店

9.575090.78.9679その他

15.01,185140.221.81,662売上総利益

▲2.6▲204-3.9299セグメント利益
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※百万円未満切り捨て

営業利益増減の要因
予算⽐ 68.1％

売上総利益額 11.6％増加

〇利益減少要因
・租税公課 …利益の増加による

〇利益増加要因
・売上総利益 …⾼収益製品の導⼊や仕様の変更、また価格転嫁を進めたため等
・⼈件費 …前期発⽣の役員退職慰労⾦の減、年⾦資産の運⽤改善があったため等
・その他 …出荷減による運賃減少、在庫の適正化による保管料の減少等
ファインケメティックス社ののれんと顧客関連資産を前期末にて減損処理済による以下要因
・減価償却費 …顧客関連資産償却額の減少
・のれん償却額…償却額の減少

2024年3⽉期3Q

粗利増加

⼈件費
減少

運賃・
⽀払⼿数料等
減少

のれん
償却額
減少

租税公課
増加

減価償却費
減少

325

2023年3⽉期3Q

76

582

▲25

44

61
40

61



財政状態(貸借対照表主要科⽬) (連結)
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※百万円未満切り捨て

2024年3⽉期 第3四半期末2023年3⽉期
増減率
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

▲25.99.693911.51,267現⾦及び預⾦
▲13.026.32,58726.92,973受取⼿形及び売掛⾦
▲9.122.92,25222.52,478たな卸資産
▲16.221.92,15223.32,568有形・無形固定資産

8.619.31,89915.81,747その他
▲10.9100.09,831100.011,034資産合計
▲11.411.31,10811.41,251⽀払⼿形及び買掛⾦
▲35.834.63,40448.05,299短期・⻑期借⼊⾦
▲13.714.71,44815.21,678その他
▲27.660.65,96274.68,230負債合計
38.039.43,86925.42,804純資産合計

▲10.9100.09,831100.011,034負債純資産合計
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※百万円未満切り捨て

2024年3⽉期業績予想に対する進捗状況
進捗率
(％)

2024年3⽉期
通期予想

2024年3⽉期
第3四半期

67.421,85614,739売上⾼

63.611,2947,180営業促進⽀援

72.310,5617,638商品販売

67.04,6573,122売上総利益

49.91,166582営業利益

111.01,1461,272経常利益

141.98031,139親会社株主に帰属する
当期純利益

営業促進⽀援事業

お客様のニーズを的確に把握し、販促提案、充填作業、アセンブリ作業、
発送代⾏等、様々なサービスを複合的に提供する営業体制を推進。
機能性の⾼いポリ製品についての提案を幅広く⾏う。
また、パッケージのみならず化粧品、⽇⽤雑貨品の提案⼒を磨き、設備
投資を順次強化し⽣産能⼒の拡⼤、稼働率の向上を⽬指す。

商品販売事業
廃番や仕様変更を進め収益性改善を図っていることから取扱品⽬が減少。
そのため新商品の導⼊を進めると同時に、ＥＣ等への市場開拓を強化。
ＯＥＭ⽣産、国内調達品等による製品の販売を進め、輸⼊仕⼊の⽐率を
下げることで為替変動等への耐性を⾼め収益性を⾼める。

通期予想に対する進捗率
親会社株主に帰属する

当期純利益

141.9％

売上⾼

67.4％

経常利益

111.0％

営業利益

49.9％



今後の展開



R＆D体制の構築

2023年10⽉1⽇付新組織

営業開発部

リテール商品開発課

ＯＥＭ商品開発課

マーケティング課

品質管理課

統合された商品開発部⾨による事業の垣根を超えた相互・共同開発が進⾏

100円ショップ⽤に開発した商品を販促⽤
ノベルティとしてアレンジして複数提案

培ってきた洗剤関連の知⾒を活⽤した⽇⽤
雑貨品を開発し量販店市場に提案

MAツールを展⽰会後のフォローに積極的
に活⽤。潜在顧客の顕在化を推進

当社開発商品の品質⽅針の⽴案及び管理

＜ショーエイコーポレーション＞

研究開発部 品質保証部
＜ファインケメティックス＞

SHOEI LABO.
将来は統合した研究開発機関を⽬指す

塩スクラブボディソープなど話題性ある商品の提案



化粧品開発展への出店

機能性商材 消臭袋・鮮度保持袋の展開

ファインケメティックスと共同出店 2024.1.17〜19 @東京ビッグサイト

量販店向けで好評な消臭袋の展開を拡⼤

商品販売事業

営業促進⽀援事業

●「環境配慮パッケージ・変形パウチ」をテーマに出展

●介護⽤、⽣ごみ⽤、サニタリー⽤など様々な⽤途で
消臭袋、防臭袋を展開

●鮮度保持袋も様々なタイプを展開

●100円ショップで⼈気の⾼いおむつ⽤消臭袋を要望に応えて3サイズで展開 使⽤⽅法



本資料に記載された⾒解、⾒通し、ならびに予測等は、資料
作成時点での当社の判断であります。
市場環境等の様々な要因により、実際の業績はこれら⾒解、
⾒通し、ならびに予測等と⼤きく異なる結果となり得ること
をご了承下さい。

株式会社 ショーエイコーポレーション
お問合せ先︓コーポレート統括部
ＴＥＬ︓06-6233-2636 ＦＡＸ︓06-6233-2615
ホームページＵＲＬ︓https://www.shoei-corp.co.jp/


